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従来 月払班ゆ玩 朋Z 成椚 軌摘端正 の同定と分類 に 関 して議論が多い が , こ の 間題 を解決す る ため に こ
の薗の生理 学的性状 と分生子形成法を検索 した . 材料と して ヒ トの ク ロ モ ブ ラス トミ コ ー シ ス か ら分離さ
れた薗株24菌株が用い ら れた . 温度耐性試験で は全株 27, 370C で発育 した が, 420C で は発育 を示 さな か っ
た
. 食塩耐性試験 で は全株が食塩濃度2･5, 5■0% で発育 したが , 10%で は発育 を示さ なか っ た. ビタ ミ ン
要求試験で は全株に お い て塩酸チ ア ミ ン に よ る発育促進 が み られ, また 一 部の株 に おい てリボフ ラ ビン によ
る発育促進がみ られ た が, 塩酸 ビリ ド キ シ ン, ニ コ チ ン酸 およ びイ ノ シ ト ー ル に よる発育促進は全く認め
られなか っ た･ ア ル ブ チ ン 分解試験で は 14株が分解能陽性, その他の 株 は陰性 であ っ た. 糖発酵試験, ゼ
ラチン 融解試験, 澱粉水解試験, カゼ イ ン 水解試験, ヒ ポ キサ ン チ ン 水解試験 は い ずれ も全株 に お い て陰
性であっ た･ これ らの 諸性状 を対照と し た P 卯 昭 ∽ 祓 お よ び Pカα乃ざgヱ別 g の それ と比較検討 した結軋
37
0
C で常に発育を示 す点が この 蘭 を近縁衝 か ら鑑別す るの に 役立 つ 重要な性質であり, その他 の性質は近
縁菌と ほと ん ど差異が な い こ とが 明 らか に され た . 走査電子顕微鏡に よ る観察で は , こ の 菌の分生子形成
が分生子形成細胞の先端お よ び側壁 の 一 部 で起 りうる こ と, ま た それ ら の部位で は分生子形成の過程で分
生子柄に環紋 血 血 1ide)が 形成 され る こ と を示す像が み ら れた ･ これ らの 所見か ら, こ の薗 は 励 坤 地 血
db7 m aiitidis t して Ex ophiala 屑 に 入れ ら れ る べ き で あると 結論 され た.
Key w o rds Phialophora de r m atitidis, Exophiala, Chr o m obla stom yc osis.
ク ロ モ ブ ラ ス ト ミ コ ー シ ス の 原 因菌の 一 つ で ある
用ぬ毎ゐβ和 滋乃乃α～ブJg ゐ(以 下 P d抑 傲 戒挽泡 と 略)
は室温でSabo ura ud ブ ト ウ糖寒天培地の 上 に 培養する
と黒色の顆粒状集落 また は 菌糸形 を形成す る. そう い
う2相性培養形態を示 す こ と, お よ び分生子形成過程
の観察が必ずしも容易で は な い こ と か ら, こ の 菌の 同
定には困難が多く, ま た その 分類上の 位置も確定され
ていない .




被検菌株は ヒ トのク ロ モ ブ ラ ス トミ コ ー シ ス の病巣
か ら分離さ れ た P. d汁 椚 戯幻毎払 の 24株で, すべ て 金
沢大学医学部皮膚科学教室の保存林 である. これ らの
菌株の 出所と集落の形態は表 1 の通 りで ある. わ が 国
で 分離さ れ た 21株の う ち, 1株 (Se rialn o. 21) は分
離時よ り現在 まで 終始黒色の顆粒状集落を形成 して き
た もの , 4株 (Serial n o. 17, 18, 19, 20) は分離時
の 顆粒状集落か ら継代培養中に 菌糸形に 移行したもの,
その 他の 16株は分離時よ り現在ま で終始菌糸形を示 し
て きた もの で ある. 外国で 分離さ れ た 3株はす べ て菌
糸形で あ る .
な お , 対照と して 近縁薗で あ る 吾 が 昭 ∽ 祓 お よ び
ヱ ノgα乃ぶg/研 βZ の各 1株 を用 い た .
2. 方 法
1) 発育速度試験: 滅菌亀型 コ ル ベ ン 内の 4%プトウ
Studies of f% klqphoYaDeY m atitidis with Special Referen c eto the P hysiological Pr o-
pe rties and Co nidioge n esi ･ - H ide n o ri Kas eda, Depa rtm ent of Der matolog y(Dir ector:
Prof
･ T･ H iro n e), Scho ol of Medicine, Ka n a z a w aUniversity.
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Tablel. Is olatio ndata of P de r m atitidis str ains
Se rial No, Ac ce ssio nNo. So urc e ofstr ain Gr o ss m o rpholog yofcolony
ロ 1166 Re c eiv ed fro mKyoto Natl Ho sp. , O ral m u c osa M yc elial form
2 1168 Is olated in Ka n a z a w aUniv. , brain M yc elial fo r m
3 1294 Fro m Ku rum eUnivっ skin M yc elial fo r m
4 1303B Fro mKyoto Univ . , Skin Myc elial fo rm
5 1308 Fr o mTohoku Univ. ,1iv e r Myc elial fo r m
6 1309 Fro mHiro sakiUniv. ,lym ph n ode Mycelialfo r m
ロ 1365 Fro mJu nte ndo Univ . , Skin Mycelial fo rm
8 1510 Fro mNaga saki ABC C, Skin Myc elial fo rnl
9 1554 From Kobe Univ. , Skin Myc elial fo r m
10 1581 Fr o mTohoku Univ. , br ain Myc elial fo r m
田 1608 Fr o mIn $t. Of Baln e othe r apリ Kyushu Univ., Skin Myc elial fo r m
12 1652 Fr o mKobe Univ. , Skin Myc elial fo r m
13 1663 From N ip po n Medic al Univ. , br ain M ycelial fo r m
14 1878 Fr o mKyoto Univ. , Skin M yc elial fo r m
15 1948 Fr o mKyu shu Univり Iym ph n ode Mycelial fo r m
16 1446 From Ku r u m eUniv . , Skin Myc elial fo r m
17 1167 Fro mKyoto Natl Hosp., O r al m u c o sa Gr a n ula r
･ q->m yC elial form
18 1182 Fr o mDuku Univ. (Ka n o
'
sisolate), Skin Gr a n ula r→ myC elialform
19 1293 From Ku ru m eUniv. , Skin Gra n ular
- → myCelialform
20 1303A Fr o mKyoto Univ. , Skin Gra n ula r
- す myC elial for m
21 11 83 Fr o mKobe Univ. , Skin Gran ula rfor m
2.2 1181 Fr o mDuke Univリ (No. 978), Skin
M yc elial fo r m
23 1330 Fr o mJohn sHopkin sHosp. , Skin M yc elial fo r m
24 1405 Fr o mTaiw an Univ. , br ain Myc elial fo r m
25 999 Fro mSaint Lo uis Ho sp. (P. go tlgel
`
otii)
26 1171 Fro mDuke U nlⅤ . (P.je a n selm ei)
* T he setw ofu ngi (a c c e ssio nNo. 999a nd l1 71)w er e u s ed a s c o ntr oIs･
糎寒天 (Sabo u ra ud) 平板培地の 上 に粟粒大の菌塊 を
移植 し, 27
0
C で 4週間培養後, 集落 の直径 を測定 した.
2) 温度耐性試験 :滅菌試験管内 の Sabo u ra ud プ





C お よび42bC で 2週間培養後, 集落 の発育状
態に よ り判定 した .
3) 食塩耐性試験 :0.1% 酵母エ キ ス 添 加 Cz apek
Do x培地を基礎培地と して用 い, こ れ に 2 .5%, 5%,
10%の割合で NaClを添加 した斜面培地を使用 した. こ
れ らの培地上 に1白金耳量の菌塊 を移植 し, 27
0
Cで 30
日間培養後, 集落 の発育状態に よ り判定 した .
4) ビタ ミ ン要求性試験 : プ トウ糖 40.Og,M gS O4 ｡
7 H20 0.1g, K H2P O.1.8g, vitamin
- fre e c a s amin o
a cid 2.5g, 精製寒天未 20.Og, 蒸溜水 1000mlか ら成
る培地 を基礎培地と し て用 い, これ に 5〃g/ml の濃度
で被検 ビタ ミ ン を添加 した斜面培地 を使用 し た. 被検
ビタ ミ ン と して塩酸チ ア ミ ン, リ ボ フ ラ ビン , 塩酸 ピ
リ ドキ シ ン , ニ コ チ ン酸, イ ノ シ ト ー ル( 例外的に100
〃g/ml の 濃度で添カロ) を用 い た . ビタ ミ ン添加斜面培
地の上 に 粟粒大の 菌塊 を移植 し,25
0
Cで 2週間培養後,
試験管の長軸方向に お ける集落の 大き さ および隆起度
を ど タ ミ ン 無添加培地 (基礎培地) に 移植した同
一 菌
株 の それ と比較 す る こ とに よ り判定 した .
5) 糎発酵試験 :1%ペ プ トン水 1UOml,B T B液0･2
ml か ら成 る液体培地 を基礎培地 と し た. これ に2%の
割合で被検糖 を添加 した. 被検糖と し て ブトウ胤 麦
芽糖, 薦糖 , 乳糖 を 剛 咄 . 糖添加培地 を10 m け つ滅
菌試験管内に 注入 し, 1 白金耳童 の 菌塊 を移植したの
ち, そ の 上 か ら溶融 パ ラ フ ィ ン を静か に 注入, 固化さ
せ て封入 した. これ を 25
0
Cで 3週間培養後, ガスおよ
び指示 薬の 費変に よ り示 され る酸 の 発生に より判定し
た.
6) arbutin 分解試験 ‥ a rbutin 5g, 酵 母 水1
OOO
ml, 寒天 20g か ら成る培地 を使用 した. 10%FeC13溶
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液を1～ 2滴加 えた上 記 の 培地 をペ トリ皿 に流 して作製
した平板培地の上 に ,1 白金耳畳の金塊 を移植 し, 25
0
C
で2週間培襲後, 集落の 周辺 に お け る暗褐色 な い し黒
褐色へ の変色に よ り判定 した .
7) ゼ ラ チ ン 融 解試 験 :臥1% 酵母エ キ ス 添 加
CzapekDo x培地に 15%の 割合で ゼ ラチ ンを加えて作
製した平板培地上に , 1 白金耳畳の菌塊 を移植 し,25
0
C
で4週間培養後, 集落の 周囲に お け る培地 の融解 に よ
り判定した.
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即 澱粉水解試験 : 澱粉 10g, ペ プトン 10g,寒天 20
g, B T B液 2 ml, 燕溜水 1000ml から成 る培地 を使用
した■ こ の平板培地上 に 1白金耳真の薗塊 を移胤 27
｡
C
で 3週間培養後, 酸の 発生に より判定 した .
9) カゼ イ ン 水解試験 : カ ゼイ ン 5g, 寒天1g,燕潜
水 100ml か ら成 る平板培地を使用 した. こ の培地上 に
1白金耳塵の薗塊を移植 し,270C で 3週間培養後, 集落
の 周囲 にお け る培地の融解 によ り判定した .
10) ヒ ポ キサ ン チ ン水解試験 : ヒポキサ ン チン 4g,







T her m otlera n c e Salin etole r a nce V itamin requ lr em e nt Arbutin
Splitting
te st亡







C 2･5% 5.0% 川 % T R P N I
ロ 3.0 + 十 十 + + +
田 3.3 十 十 + +･ 十
田 4.0 ･十 仙卜 + + + 1-
巴 3.4 + + + + + +
巳 1.9 + 十 十 十 十 十
田 3.6 + 十 + -ト 十 - - - - 十
ロ 2.2 + 十 十 十 + 十 +
田 4.8 ート 十 + + +
田 3.6 十 + + 十 + +
田 3.5 十 十 + + + +
田 4.0 + + 十 + + + +
田 3.6 + 十 十 + + + +
田 1.6 十 + 十 十 + +
田 3.6 十 十 十 + 十 + 十
田 3.6 + 十 + 十 + +
田 2.3 + + 十 十 + + +
田 2.8 + + 十 + + +
田 2.3 + 十 十 十 + +
田 2.3 十 + 十 + 十 + +
田 3.7 十 十 十 十 + -ト +
田 0.7 + + 十 + 十 +
田 2.3 + + + + +
田 2.9 + 十 + 十 + +









2.7 十 十 +
ControIs(P･ gO uge r Otii, P.je a nselm ei)a Size ofc olo nie s w a s m ea sured afte r c ultiv atio no nSabo u r a ud,s aga rfo rfo u r w e eks at278C.b Ther m otle ra n c et st w a s4e cided afterc ultiv atio n o nSabou ra ud,s aga rfortw ow e eks at 27, 37and 420C
.
C
Salin etole ra n c et st w asde cided after c ultiv atio n o nCz apek Do x aga rwith 2･5, 5.O a nd lO% sa-1in efo rthirtydays at27
¢
C.
d vitamin r equire m e nt te st w a sde cided afte r c ultiv atio n o nvita min-fre ey甲St ba se with O･0005%thiamin ehydro chlo ride(T), ribo8avin(R), P yridoxin ehydr o chlo ride(P), nlC Otinic a cid(N)orO.01%in ositol(Ⅰ)fo rtw o w e eks at25｡C.
e Arbutin splittingte st wa sde cided afte r c ultiv atio n o n arbutin ･C O ntaining aga rfortwo w e eks at25qC.
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ペ プ ト ン 5g, 肉 エ キ ス 3g, 寒天 ‡8g､ 蒸溜水1000nl
か ら成 る平板培地 を使用 した. この 平板培地上 に 1白
金耳量の歯塊を移植 し, 27
0
C で 3週間培糞後, 集落の
周囲 に お け る培地 の 融解に よ I)判定 した .
11) 走査電子顕微鏡法: コ ー ン ミ ー ル 寒天 培地お よ
び塩酸チア ミ ン添加 Sabo u r a ud ブトウ糖寒天培地を用
い て ス ラ イ ド カ ル チ ャ ー を行 い , 培養2～ 4週後に , カ
バ ー ガ ラ ス上 に発育 した菌塊 を カ バ ー ガ ラ ス とと も に
オ ウ ミ ウ ム 酸蒸気で固定 した . 次 い で, 試料 を アセ ト
ン 系列で 脱水, 空気乾燥 し, カ ー ボ ン と 金の 2重蒸着




員 d 如帆 油砿菰 の被検菌株の生理学的検査成績は次
の よう で ある.
1) 発育 の速さ (表2): 巨大培養 4遇後の集落の 直
径は, 顆粒状集落の 1株 で は 0.7c m, 菌糸形 の 23株で
は 1.6～ 4.8c m(平 均 3.1c nl) で あ っ た . 菌糸形株の
う ち, 帝粒状集落 か ら移行 した も ので は平均2.8c nl,
元来菌糸形であ っ た も ので は平均3.3c m で あ っ た . 外
国分離株の平均は 3.2c m で あ っ た . 対照の 且 g硝 一
都 叩 漬 で は 2.4 c m, 員 ノgα乃SgJ椚 gZ で は 2･7c m で あ っ
た
.





で も ほ ぼ同様に よ く発育 したが (図1), 42
0
C で は発育
を 示 さ な か っ た . 対 照 の P. 卯 樹 椚 祓 お よ び 書
庫β邦吉eJ椚 βゴ はい ずれ も 27
0





C で は発育 を示 さ な か っ た .
3) 食塩耐性 ( 表2): 被検株 は す べ て 2･5%, 5%
NaCl添加培地で は よく発育 した が, 10%NaCl添加培
Fig.1. Colo nie s of P de 乃乃atitidis o nSabo u r a ud
'
s





Both ofthe m sho w afull de v elope m e nt.
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地 で は発育 は示 さ な か っ た ･ 対照 の た g勒 酢 糊 措 は
2･ 5%NaCl添加培地 での み 発育 し, 5%, 10%NaCl添
加培地 で は発育 しな か っ た ･ ア ブgα乃SβJ椚 g∠ は2･5%,
5%NaCl添加培地で発育 したが ,10%NaCl添加培地で
は発育 しな か っ た .
4) ビタ ミ ン 要求性 (衰2): 被検株の す ぺ てにおい
て, 各種 ビタ ミ ン添加培地 と無添加培地 (対照) との
間で 集落の 大き さ に 有意差は認 め られ な か っ た
. 集落
の 隆起度 に つ い て は, 塩酸チ ア ミ ン の 場合, 添加培地
で は顆粒状集落株も含 むす べ て の 株が 集落の 顕著な隆
起 を示 し たが , 無添加培地で は 隆起 はみ られ なか った
( 図2). リ ボ フ ラ ビ ン の 場合, 集落 の隆起は添加培地
と無添加培地の間 で 差異の あ るも の と ない も のがあっ
た
.
塩酸 ビリ ド キ シ ン , ニ コ チ ン 酸お よびイ ノ シト ー
ル の 場合は い ずれ も対照と の 間 に 差異は認められなか
っ た . 旦 那 昭 椚 繭 で は, 塩酸 チ ア ミ ン およ びリボフ
ラ ビ ン 添加培地 に お ける 集落 は大 きさ も隆起度も無添
加培地 に お ける よ り も よ り顕著 で あ っ た . 他の 3種の
どタ ミ ン に つ い て は発育 は対照に お ける と同じであっ
た . P.ノgα乃ざβJ肌 e才 で は, 5種の どタ ミ ン の すべ てにつ
い で発育 は対照 に お ける と同 じで あ っ た .
5) 糖発酵能: 被検株 はす べ て 4種類の 糖(プトウ
糖, 麦芽糖 , 藤糖, 乳糖) に 対す る発酵能を示さなか
っ た . 対照 の P g仙 邸 Ⅷ 商 お よび た ノgα押SgJ7乃βfもこ
れ ら の糖 に 対す る発酵能 を示 さ な か っ た ｡
6) ア ル ブチ ン 分解能(表 2): 被検株 24株の うち14
株 が 分解能陽性, そ の 他 の 株 は陰性 で あ っ た(図3〉.
対照の 吾 郎 噸 飢 繭 牒 よ び P .如け25(タん乃βJ はいずれも
分解能陽性 で あ っ た ｡
7) ゼ ラ チ ン 融解能 お よ び 澱粉 サ カゼイ ン ｡ ヒ ポキサ
Fig. 2. Colo nie s of P de n n alitidis o
n vitamin
-
fre eye a stba se with(left)a nd witho ut(right)
O1
0005% thia min e fo r tw o w e eks at 25
O
C･ The
c olo ny o n thiamin e-C O ntaining ba se shows a













君 滋 ア" 閑地 ゐ の 生理 学的状状な ら び に分 生 子 形成法
ンナン水解能 :被検株は す べ てゼ ラ チ ン 融解能お よ び
澱粉 ･ カ ゼイ ン
｡ ヒ ポ キ サ ン チ ン に 対す る水解能 を示
さなかっ た . 対照の 君 卯 喝 肌 戚 牒 よび たノβα乃ggJ椚 βオ
Fig.3, Colony of P de r m atilid ko n a rbutinー
C Ontaining aga rfo rtw o w e eks at25
0
C ･, Showing
a po sitiv e a rbutin splitting.
Fig14･ P de m iatii dLs cultu red o nc o r n m e alage r
fortw o we eks at 27
D
C･ , Sho wing pear-Shaped
CO nidia a nd a c o nidioge n o u s c ell ha ving a n
elo ngated c o nidiopho r e(a r ro w). × 10,000.
Fig･5･ P de m latitidis c ultu red o n c o rn m eal aga r
fortwo w e eks at27
O
C･, Sho wing a c o nidiogeno u s
Cellhaving a c o nidiopho r e with a n n ellide s
(arl
■
o w s). ×1 0,000.
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も 同様 で あっ た .
2･ 分 生子形 成法 に 関す る 走査電子顕微鏡所見
分離時の顆粒状集落か ら継代培養中に 菌糸形 へ 移行
した 2株 (Se rialn o･17,18) お よび分離時より現在ま
で終始菌糸形 を示 した 3株 (Serialn o, 1, 2,16) につ
い て検 索 した . こ れ ら の 5株 は同様 な分生子形成法を
示 し, 分離時の集落形態の 適 い によ る差異 は認 めら れ
なか っ た
. 特徴的所見 は次の よう で あっ た
.
分生子 形成は菌糸の 末端で も 側壁で も み られた
. 菌
糸末端 の場合 に は (図4, 5) 凍端部が細く突出した菌
糸と 一 端が細 い 西洋梨状の分生子 がみ られ た
｡
しばし
ば菌糸末端部 の細い 突起部 に 1～ 3段の 環紋 (a n n e肛
de)が認 めら れ た
. 菌糸側壁の 場合 に は(図6, 7), 隔
壁付近の 側壁 に 生 じた小突起部 と こ れ に 接 した 西洋梨
状分生子 がみ られ , ま た しばし ば小突起部の囁紋が明
瞭 に 認め られ た
.
い ずれ の 場合も , 盃 状の カラ ー か ら
分生 子 が放出さ れ る像 は認め られ な か っ た
.
な お, 分
芽 に よ り分 生 子 か ら分生子 が形成さ れる像も み られ た
Fig.6. Co nidial fo r m atio n at the Iate r al w allof
hypha e ofP de r m atitidts o n c o r n m eal age rfo r
tw o w e eks at27
O
C.
Fig･ 7･ An n ellide fo r m atio n(a r ro w) at theIate ral
W allof a hypha of P de m atitidis o n c o r n me al
age rfo rtw o w e eks at27
O
C . × 20,000.
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Fig. 8. Bud ding c ells of P de m witidis o n c o a n
m e alaga rfo rtw o w eeks at 27
0
C . × 5,000.
(図8). そ の場合 に は, 古い 分生子 と新 しい 分生子 と
の 間の く びれ た部分が切れ て 2個 の 西 洋勢伏分生子 に
分れ る像が み られ た.
考 察
こ の研究で得 られた ヱ 滋 珊 αg言方ゐ の生理 学的性状
に関する成凍 を従来 の報告 と比較検討 し, また対照 と
した 吾 が 喝 肌 戯 牒 よび ヱ カα乃ぶβJ椚β才 に つ い て の成
績と比較す ると, 次の ようで ある.
発育 の速さ に つ い て, 箱 代 ら1】は Sabo u ra ud プ ト ウ
糖寒天培地上に お ける 員 d 加肋 頭海 蝕 の菌糸形の発育
は 一 般 に 旦 那 柳 和 才オ言お よ び た カα乃ぶβJ∽ βヂ よ り も遅
い と述 べ て い るが, そ う い う差異 は著者の成蹟で は認
め られ なか っ た . さ らに, 元 来菌糸形であっ た株の 発
育 の速 さ(1銅私 平均 3.3c m)に比 べ る と, 顆粒状集
落 か ら菌糸形 に移行 した株 の それ(4 晩 平均 2.8c m)
は よ り遅い 傾向が み ら れ た. 後者の発育 の速 さが比較
的遅い こ と の理 由は明 ら か で ない が , 顆粒状集落を形
成 する 株の発育の 速 さ(1株, 0.7c m)が極端 に 遅い こ
と と関係があ りそう に 思わ れ る. な お, 元 来菌糸形 で
あ る株の なか で , 本邦で の 分離株 と外国の分離株と の
間 には 当然の こ と なが ら発育の速 さ に 差異 は認め られ
なか っ た .





C お よ び 50
b
C で は全 く発育
を示 さ な い と述 べ てい る. 著者 の成績で も集落 の形態
と関係 なく被検株 はす べ て 27
0
C および370C で良好な発
育 を示 した が, 42
¢
Cで発育 は全 く認め られ な か っ た .
こ こ で注目すべ き こ と は近縁菌 との 比較 で ある
. 松甲3)
は ヱ ゐ 昭 α琉g ゐ 9株, P .都明野 和 抗 6株 お よび 書
カα乃ぶβJ椚βま1株の発育温度 を調 べ ,発育適性温度は前者




Cで Å d抑 服 地流 払 は良好な発育 を示 したが,吾
が 御 椚 繭 と 書 面 調ぶβJ〝‡♂才は発 育 を示 さ なか っ た.検
索 した後 2者の 菌株数は少 な い が , こ の 差異は前翫
後 2者の 鑑別上 重 要な 点と思 われ る
.
食 塩 耐性 に つ い て , 松 野 )は P dg 珊 α如才ゐ , ヱ
都 明 卿 励 労 お よ び 書 カα那 eJ研 gブ に つ い て調べ , これら
3種 の 菌 はい ずれ も食塩濃度 5%で発育が阻止されると
述 べ て い る｡ 著者の 実験 で は, 君 g伽 節 邪 繭 は食塩濃
度 5%以上で発育が阻止 され た が, £ 血 糊 α 蹴 由の
被検株全部と ど 尭α乃ぶg 如 才は食塩濃度 5%でも発育を
示 し, それ の 10%で 発育阻止効果 が認め られた
.
この
よう に , 君 お` 川 棚 劇症払 と ヱ ･ノβαグ2ぶg′肌 e才の 発育に及
ぼ す食塩の影響 に つ い て は , 松 田の 報告と異なる結果
が得 られ た .
ビ タ ミ ン 要 求性 に つ い て , 福 士4)は 菌糸形 の書
db′γ柁α頂Z ゐ に つ い て調べ , 塩酸 チア ミ ンは発育に促進
的 に 作用 す るが , リ ボ フ ラ ビ ン , 塩 酸 ビリドキシ ン,
ニ コ チ ン 酸お よ びイ ノ シ ー ル に はそ う い う作用が認め
られ な い と述 べ てい る. 著者の 実験 で は, 塩酸チアミ
ン に つ い て は ほぼ 同様の成績が得 られ, ま たリボフラ
ビ ン に つ い て も 一 部 の蘭株で促進作用が 認められたが,
対照の た gの 柳 川f妄言と比 べ ると 明らか な差異は認めら
れ な か っ た
. 塩 酸 ビ トド キ シ ン , ニ コ チ ン酸およびイ
ノ シ ト ー ル につ い て は発育促進作用 は全く認められな
か っ た .
アル ブチ ン 分解能 に つ い て は, 松田射の報告と同様に,
書 滋 " 刀α如才ゐ の分解能は菌株 に よ り異なり, 陽性ま
た は陰性であっ た. そう い う不安定性は薗株の出所に
関係な く 元来菌糸形 の 菌株に お い て 認め られ, 頼粒状
集落か ら 菌糸形 に 移行 した薗株 は い ずれ も陽性であっ
た . しか し, 現在も 額粒状集落 を形 成する薗株が陰性
で あ る こ と を考慮 に 入 れ る と 卜 P 成憫 矧 履 ゐ のアル
ブチ ン 分解能 は 一 定で な い と判断す る ほうがよ いよう
で ある.
糖発酵能, ゼ ラ チ ン融解能, 澱粉 ･ カゼイ ン ･ ピポ
キ サ ン チ ン に対す る水解能 に つ い
-
て , P (ね印 刷餓離
は す べ て陰性で あ り, 対照と した ㌘ g 明 卿浦 とヱ
カα乃ぶgJ 血βよ も同様であっ た. P goz柳 川 才Z才は時にヒポ
キ サ ン チ ン 水解能 を有す ると い う報告5)もあるが,実験
を く り返 して も そう い う 成績 は得 られ な か っ た.
こ の よ うに , 37
0
C で常 に発育 を示 す 点が β. 滋憫 船
出滋ゐ を 2種類の近縁菌か ら鑑別 す るの に 役立つ重要
な性質 で あり, その 他の性質 は近縁菌と の間に ほとん
ど差異が な い こ とが 明ら か に され た .
従来, た d わ勒 誠端然 の分生 子 形成法 に関する幸路
は多い が, 報告者 によ り所見が異な り, それ に基づく
こ の 菌の分類上 の位置と名称 も変え られ てき た. たと
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えば, この 菌は当初加納
6)7)に よ り 助 川Z如才〟研 あ 朔 α-
titidis と呼ばれたが , の ち に Ca r rio n8)に よ る Pbn seca ea
de7712.atitidis, Co n a nt
9)に よ る Ho m odendn L mde m a_
lilidib, Em mo ns
1 0)に よ る 1% ialopho rader matitis, De
Hoog
l lりこよる 点種 而 扉 = 肋 Ⅶ 融 溢血 な どの名 称が提
出されて きた.
最近, Mc Gin nis
1 2)は微分 干渉位相差顕微鏡法で検
索し, 君 d∽ 硯 漬 巌抽 で は カ ラ ー の な い 分生子 柄 を有
する分生子形成細胞か ら分生子が 形成 され ると 述 べ て
いる
.
彼は分生 子形 成法 に 基 い た新 し い 分類 を考え,
分生子形成細胞の 分生 子柄に カラ ー の あるもの を P hiか
lophor a鳳 カ ラ
ー の な い もq)を W a ngie11a 属, 環紋
のあるもの を Ex oprliaIa 属 と規定し, そ れ に 従 っ て こ
の菌を W a ngie11a 属に 入 れ , Vm7yielkl de r
と称した. こ れ に 対し て,CoIeI 3)は微速度撮影顕微鏡法
と走査電子顕微鏡法に よ る観察か ら, GIてⅣ e ら1 4)は透過
電子顕微鏡法 に よ る観察 か ら, い ずれ も こ の 菌の 分生
子柄には カ ラ ー が あ る が, それ は定型的 な フ ラ ス コ 形
開口部を有する た 附 ′門灯 05αに お け る ほ ど顕著 で な い
と述べ て い る . 他方, 西村らt 5)は加湿 器か ら 分離さ れ た
尺 血 Ⅶ 融 砿払 を走査電子顕微鏡法 で 調べ , 分生子柄
が環紋を有す る所見 を得た と述 べ て い る .
著者の走査電子顕微鏡所見 で は, 菌糸の 末端で も側
壁でも分生子 形成細胞 の 分生子 柄と思 われ る 部分に は
環紋が観察さ れ, ま た 分生子 の 連続形成に よ る と思わ
れるその 部分 の 伸長と環紋の 重 な りが 観察さ れ たが ,
カラ ー は認められ な か っ た ｡ ニ れ らの 所 見か ら, こ の
蔚はP hialopho r a属や W a ngi1la 属で はなく Ex ophia･
Ia馬に入 れられ る べ き で あ る と考 えら れ た. ま た, 著
者の成績は走査電子 顕微鏡所見が本菌の 同定と鑑別 に
役立つ こと を示 すも の で あ る.
結 論
24株の た dg γナ捏α出方ゐ の 生理 学的性状 と分生子形
成法を検討し た
. 得 られ た 成績 は次 の よう で ある
1･ 温度耐性試験 で は 全株 が 27,37
0
Cで 発 育 したが,
42
0
C では発育を示 さな か っ た
.
2･ 食塩耐性試験 で は 全株が 食塩 濃度 2.5, 5 . 咽 で
発育したが, 10% で は 発 育を示 さ な か っ た .
3･ ビタ ミ ン要求試験 で は, 全株 に お い て 塩酸 チ ア
ミ ンによ る発育促進が み られ , ま た 一 部の 株 に お い て
リボフラ ビ ン に よ る発 育促進が み られ たが , 塩酸 ビリ
ドキシ ン
,
ニ コ チ ン 酸お よ びイ ノ シ ト ル に よ る発 育
促進は全く認め られ な か っ た
.
4▲ アル ブチ ン分 解試験 で は 14株 が 分解能陽性, そ
の他の株は陰性で あ っ た
. 糖発酵能試験, ゼ ラ チ ン 融
解試験お よ び澱粉 ｡ カ ゼイ ン ･ ヒ ポ キサ ン チ ン に 対す
る水解試験 はい ずれ も全株に おい て陰性で あ っ た .
5･ こ れ らの 生理 学的性状 を近縁薗で ある P 月 勒 ･
辟 m 抗 お よ び た 知 乃ぶgJ椚βfの そ れ と比較 し, 37｡C で
常 に発育 する点が この 蘭を近縁菌か ら鑑別す るの に 役
立 つ 重 要な性質 である こ と, そ の 他の 性質は近縁薗と
ほとん ど凄い が な い こ と を明ら か に した
｡
6▲ 走査電子顕微銃に よ る観察 は, こ の 薗の分生子
形成細胞の 分生子柄 に お ける環紋の 存在を示 した
.
こ
の こ と か ら, こ の薗 は 励 ゆ 兢 庖 d椚 那 加 放 と して
Exophiala 属 に 入 れ られ る べ きで ある と結論 した.
稿を終 る に あた り, 御指 劉 ゝた だきました箱代良 一 名誉教
授, 御校 閲い た だきま し た広根孝 桁教授, お よ び御助言い た
だ き ま した金沢医科大学 ･ 金原武司助教櫛こ深甚の謝意を表し
ま す
･
なお , 本論文 の 要 旨は第 21回日本 医真蘭学会総会(昭
和 52年 11月, 徳島市) に お い て発表 し た.
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A bs仕act
P hysiological and ultra stru Ctu ralcharacterizatio ns of PhidLophor aderm a titidiB W ere m ade to
soIvethe problem sin identific atio n a nd classificatio nof this fungus･ Tw e nty
-fo ur strain$ Of the
fungl, Which had d iffe rent sou r ce sand cultur ehistorie sI W ere uSed fort his study･ Te mperature
tolera n C eteStS Show ed that allof the 2 4strainsgre w w ellat2 7and 3 7
0




Salin 8tOlera nce tests sho wed that allof the mgrew w ell in c o n centratio ns of2.5 and 5.0% NaCl
but n ot at all in co n cpntration of l O% Nacl. In vita min require m e nt tests, thegro wthof 往m
st mins w asstim ulated by thiamir･e hydr ochloride. Fiftee n of the 2 4strain s sho w ed a stim ulated
growth by riboflavin a nd the other s$how ed lack ofstim ulatio nbyt he s a m e vita min･ No n e of
the 24strains sho w ed any stim ulated gro wth by p yrido xin ehydr ochloride, nic otinic acidand
inositol. Fourtee n of 2 4strain s splitarbutin and the othershad no ability o split. Allof the m
had no ability fo r sug.a rfe r m entatio n, gelatin liquefaction a nd hydrolysis ofstarch, C aSein and
hypoxanthin e. T he c o mpariso n of t hephysiologicalproperties ofP derm atitidis and those ofP
gougerotiiand Pje a n selm ei as contr oIs sho wed that t he c onsiste ntgr owthat3 7
0
c by a1lof the
strains of t he for me r fungu s m ade this capab i止ty animporta nt diagn o stic character. Sc an ning
electro n micr o s cop yrevealed that c o nidiogeno u slo ci w erefor m ed in t heter minala nd lateral
POrtio n sof conidiogen o u sce11s, and that t he elo ngated and an nellated neck w asform ed in
the co nidiogeno usIoci･ These findingsled to the co nclusio nthat this fungus $houldbe placed in
thegen u sEx ophiala a sE de r m ati(idis.
